
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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定期考査
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（１組：      ） （２組：       ） （３組：　　　　　　） （４組：　　　　　） （５組：　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

論理・表現Ⅰ

態

【 知　識　及　び　技　能 】
言語や文化に対する理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うとともに、論理的な思考力を養い、論理の展開や表
現の方法を工夫し、伝える能力を養う。

外国語

配
当
時
数

グローバル社会に対応しうる資質・能力の育成に向け、基礎的な学力の定着と主体的に4技能を学び、自分の意見や考えを伝えようとする姿勢の確立を目指す。

外国語 論理・表現Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

A 単元
Lesson1「自己紹介」「あいづちをする」
Lesson2「休日・週末」「意見・感想を伝える」
Lesson3「予定」「疑問詞を使って尋ねる」
【知識及び技能】
　現在、過去、未来、進行中の動作についての表現
法を理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　学んだ言語材料を使い、適切な英語で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した語句や文法事項を用いて、自分の考えや
意見を話したり書いたりしている

・指導事項
Lesson 1 Meeting New People
Lesson 2 Last Weekend
Lesson 3 Weekend Plans
における会話活動、リスニング活動、
ライティング活動、授業内発表など
動詞の活用形の習得
Harmony Grammar23、FACTBOOKの活用
1人1台端末の活用

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

習論理の構成や展開及び表現などに関する事項、および情報や
考えなどを効果的に伝える表現を理解し、使いこなす技能を養
う

日常的な話題や社会的な話題について、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を
整理しながら考えなどを形成し、これらを適切な英語
で表現する力を養う

○ 〇 〇

Harmony English Logic and Expression Ⅰ　いいずな書店

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や
要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力
を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，論理的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う

論理・表現Ⅰ

B 単元
Lesson4「旅行・体験」「会話のきっかけを作る」
Lesson5「規則」「注意・謝罪の表現を学ぶ」
Lesson6「出来事の推測」「具合や調子を尋ねる」
【知識及び技能】
　現在完了形・過去完了形、助動詞（can、may、
must、would）などの表現法について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　学んだ言語材料を使い、適切な英語で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した語句や文法事項を用いて、自分の考えや
意見を話したり書いたしている

・指導事項
Lesson 4 A Short Trip
Lesson 5 School Rules
Lesson 6 Are You All Right?
における会話活動、リスニング活動、
ライティング活動、授業内発表など
動詞の活用形の習得
Harmony Grammar23、FACTBOOKの活用
1人1台端末の活用

定期考査
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思

○

言語活動に主体的に取り組み、自分がどのように上達
しているかなどについて，自ら学習のまとめや振り返
りを行い、また，自主的に外国語を身に付けようとす
る力を養う

〇

〇
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３
学
期

E 単元
Lesson15「場所や時」「感情表現を学ぶ」
Lesson16「生活環境」「～に…があるの表現方法」
Lesson17「社会問題」「提案する」
Lesson18「世界の問題」「願望を伝える」
【知識及び技能】
　関係副詞、比較、仮定などの表現法について理解
している
【思考力、判断力、表現力等】
　学んだ言語材料を使い、適切な英語で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した語句や文法事項を用いて、自分の考えや
意見を話したり書いたしている

・指導事項
Lesson 15 What’s SDGs?
Lesson 16 Climate Change
Lesson 17 Food Waste
Lesson 18 Water Problem
における会話活動、リスニング活動、
ライティング活動、授業内発表など
Harmony Grammar23、FACTBOOKの活用
1人1台端末の活用

〇 〇 〇

D 単元
Lesson11「趣味」「提案や依頼への返事をする」
Lesson12「珍しい体験」「驚き・喜びを表す」
Lesson13「トラブル」「同情・共感を表現する」
Lesson14「人物紹介」「同意を求める・確認する」
【知識及び技能】
　動名詞、分詞の諸用法、関係代名詞などの表現法
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　学んだ言語材料を使い、適切な英語で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した語句や文法事項を用いて、自分の考えや
意見を話したり書いたしている

・指導事項
Lesson 11 Talking about Likes and
Dislikes
Lesson 12 Reporting Something
Unusual
Lesson 13 Being in Trouble
Lesson 14 Great Achievements
における会話活動、リスニング活動、
ライティング活動、授業内発表など
Harmony Grammar23、FACTBOOKの活用
1人1台端末の活用

〇 〇 〇

２
学
期

C 単元
Lesson7「日本のもの」「聞き直しの表現を学ぶ」
Lesson8「将来の夢」「不定詞を使いこれからを表
す」
Lesson9「健康」「不定詞を使い説明を加える」
Lesson10「テクノロジー」「不明なものを尋ねる」
【知識及び技能】
　受動態、不定詞、使役動詞、知覚動詞などの表現
法について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　学んだ言語材料を使い、適切な英語で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した語句や文法事項を用いて、自分の考えや
意見を話したり書いたしている

・指導事項
Lesson 7 Things Japanese
Lesson 8 Talking about dreams
Lesson 9 To Keep Fit
Lesson 10 Our Future Devices
における会話活動、リスニング活動、
ライティング活動、授業内発表など
Harmony Grammar23、FACTBOOKの活用
1人1台端末の活用

〇 〇
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定期考査

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
　各単元の表現法を正しく理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　各単元において、場面や状況に応じて考えを
形成し、適切な英語で表現できる
【主体的に学びに向かう力】
　学習した語句や文法を使い、自分の考えや意
見を話したり書いたりする言語活動に主体的に
取り組むことができる

【知識及び技能】
　各単元の表現法を正しく理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　各単元において、場面や状況に応じて考えを
形成し、適切な英語で表現できる
【主体的に学びに向かう力】
　学習した語句や文法を使い、自分の考えや意
見を話したり書いたりする言語活動に主体的に
取り組むことができる

○

○

15

○ 〇

〇〇 〇

【知識及び技能】
　各単元の表現法を正しく理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　各単元において、場面や状況に応じて考えを
形成し、適切な英語で表現できる
【主体的に学びに向かう力】
　学習した語句や文法を使い、自分の考えや意
見を話したり書いたりする言語活動に主体的に
取り組むことができる

〇 〇

○

○ ○

○
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○ ○ 〇 1

〇

〇

【知識及び技能】
　各単元の表現法を正しく理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　各単元において、場面や状況に応じて考えを
形成し、適切な英語で表現できる
【主体的に学びに向かう力】
　学習した語句や文法を使い、自分の考えや意
見を話したり書いたりする言語活動に主体的に
取り組むことができる

【知識及び技能】
　各単元の表現法を正しく理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　各単元において、場面や状況に応じて考えを
形成し、適切な英語で表現できる
【主体的に学びに向かう力】
　学習した語句や文法を使い、自分の考えや意
見を話したり書いたりする言語活動に主体的に
取り組むことができる


